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【研究背景】ケイ素-空孔(SiV)中心を含むナノダイヤモンドは可視蛍光のみを利用した温度計測が

可能であり、生体毒性が低いことから、細胞内微小領域における温度プローブとしての応用が期

待されている。近年、我々は安価かつ大量生産が可能な合成法である爆轟法によって SiV 中心含

有ナノダイヤモンド(SiV-DND)を合成し[1]、SiV-DND の蛍光スペクトルが温度上昇に伴って長波長

側に移動することを報告した[2]。本研究では、分級により得られた平均粒子径が約 20 nm 程度の

SiV-DND を用いて温度変化に対する蛍光スペクトルの応答を調べ、さらに温度感度を見積もり、

評価を行った。 

 

【実験および結果】ポリグリセロール修飾 SiV-DND をガラス板に塗布した後、共焦点レーザー顕

微鏡で強い発光を示す輝点を複数検出し、蛍光スペクトルから SiV 中心の発光であることを確認

した。サンプル温度を 22～42℃の範囲で変化させながらピーク波長を追跡したところ、温度 T に

対してピーク波長λが線形にシフトすることを確認した(Fig.1a)。多くの輝点において、Δλ/ΔT = 

0.010±0.002 nm/K 程度の傾きが見積もられた。傾きとピーク波長の標準偏差 σλから温度感度 ηを

計算した結果、感度が 1.4 K/Hz1/2と見積もられるものもあった(Fig.1b)。講演では測定結果の詳細

について報告する。本研究は MEXT Q-LEAP (No. JPMXS0120330644) の支援を得た。 

 

Fig.1 : (a) Temperature dependence of fluorescence spectrum of SiV-DND (b) The result of temperature 

sensitivity measurement. 
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